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技術（工法）の概要 

技術（工法）の特徴 

　「ＳＣＣＷ工法」は、土留め壁芯材Ｈ形鋼とＲＣ部材の界面に頭付きスタッド等のシアコネクタを用い、さらに床
版との隅角部に接合鉄筋を用いることで両者を一体化した合成壁を構築する工法です。本工法で構築された合成壁
は、一体構造として機能する耐力と高い変形性能を有しています。 
 土留め壁の芯材として使用されるＨ形鋼を本体構造として利用することで、従来ではＲＣ部材のみで負担してい
た力をＨ形鋼とそれぞれ分担するために、ＲＣ側壁を薄壁化することができます。その結果、構造物の占有面積の低
減や地下空間の有効利用及び狭隘な場所での施工が可能となります。 
 なお、高い止水性を要求される構造に対しては、Ｈ形鋼とＲＣ部材の界面に防水層を設けることができます。また、
せん断補強筋を兼用した「Ｔヘッドバースタッド」をシアコネクタとして用いることも可能な工法です。 

RC側壁部断面 床版部断面 合成壁 「ＳＣＣＷ工法」合成壁概要図　 
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　　薄壁化 

　　防水層の設置が可能 

　　隅角部の耐力確保 

　　脆性的なせん断破壊の防止 

　　新しい解析法の採用 
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　　薄壁化 
　薄壁化が可能で、コンクリート材料の縮減や、残土排出量の削減を実

現することにより、最大10％のコスト削減が期待できます。また、施工時

に発生する炭酸ガス排出量を削減し、環境への負荷を低減することが可

能です。 

 

　　新しい解析法の採用 
　構成部材を個々に評価する2重梁モデルによる合成壁の解析方法を

用いることにより大変形まで安全性を検証することが可能です。 

 

　　脆性的なせん断破壊の防止 
　せん断補強鉄筋を兼ねた「Tヘッドバースタッド」を用いることにより、

RC側壁のせん断耐力を高めることが可能です。 

 

　　隅角部の耐力確保 
　床版と隅角部は、接合鉄筋を用いることにより、一体構造として機能す

る耐力を確保することが可能です。 

 

　　防水層の設置が可能 
　高い止水性が要求される構造物に対してはH形鋼とRC壁の間にシー
ト防水層や塗膜防水層を設置することにより、止水性の向上を図れます。 



技術審査結果の概要 

　SCCW工法は、建込み目標精度1/200（95％満足値）で別途施工した土留め壁の芯材（H形鋼）を本体利用し
RC側壁および床版部を一体化して合成壁を構築する工法です。実験結果に基づきシアコネクタのモデル化を行うこ
とで、防水層の有無に関わらず（社）日本トンネル技術協会「H形鋼を芯材とする土留め壁の設計手引き」の提案式
と同様な解析によって、合成壁は、一体構造として機能する耐力と変形性能を有していることを確認しました。 

　合成壁曲げ試験および隅角部の曲げ試験の結果、防水層の有無にかかわらず合成梁の曲げ試験値は一体構造として機
能する耐力、変形性能を有していることが確認されました。また、実工事における計測結果は許容値以下であることが
確認されました。 

 なお、損傷計画は阪神大震災の教訓から、土に接し
ている床版の補修が極めて困難なため床版を補強し、
合成壁や内部の柱、床版が先行曲げ損傷するように計
画することとしました。 

　止水性室内確認試験（0.5MPaまで加圧）およ
び止水性現場確認試験（0.15MPaまで圧気）の
結果、H形鋼とRC壁の界面に防水層を設けるこ
とで止水性の向上がはかられることが確認されま
した。 
　なお、塗膜防水層を用いる場合は厚さ管理を行
うこととしました。 

　　薄壁化 

　　防水層の設置が可能 

　　隅角部の耐力確保 

　　脆性的なせん断破壊の防止 

　　新しい解析法の採用 
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本概要書は、財団法人国土技術研究センター（JICE）が行った「建設技術審査証明事業（一般土木工法）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。 

財団法人国土技術研究センター（JICE）　http://www.jice.or.jp/

建設技術審査証明協議会　http://www.jacic.or.jp/sinsa/

依頼者 

技術内容及び報告書の入手に関するお問合せ先 

建設技術審査証明協議会　http://www.jacic.or.jp/sinsa/

技術（工法）の適用範囲 

法 人 名　清水建設株式会社　 
部  　署　土木技術本部 
住　  所　〒105-8007　東京都港区芝浦１丁目２番３号　シーバンスＳ館 

T E L　03-5441-0518　　　F A X　03-5441-0543

報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は、下記までお問合せ下さい。 

清水建設株式会社　〒105-8007　東京都港区芝浦１丁目２番３号　シーバンスＳ館 

標　　準 
適用深度3） 

合成壁厚 

注1） 板厚22㎜以下のSS400を仮設資材として用いる場合や事前に溶接性に問題がないことを確認した場合には、溶接部材に使用してよい。  
（SS400の化学成分はSM400相当品又はロット毎の溶接施工試験適合品とする） 
注2）軟弱地盤で本工法を適用するにあたり、大きな変位が予想される場合は、地盤改良等の対策が必要である。 
注3）本工法の標準的な適用範囲をこれまでの実績より、芯材深度25m、内部掘削深度15mとしているが、さらに適用範囲拡大に向けて、今後   
施工実績等を積み重ねることが望ましい。なお、壁深度は工法によらず、盤ぶくれ等で決定し、施工機械の限界値とした。 

壁 深 度  

芯 材 深 度  

内 部 掘 削 深 度  

土 留 め 壁 厚  

R C 側 壁 厚  

SMW施工機で削孔中の例 H形鋼建込み例 内部掘削終了状況 頭付きスタッド施工例 Tヘッドバースタッド施工例 

接合鉄筋の溶接施工例 塗膜防水層の施工例 床版とRC側壁の配筋例 コンクリートを打設し，水張り後のドックの状況例 

2）

適
用
性 

 対象構造物 立坑や開削トンネル（地下道路、地下通路、ドック、地下鉄、共同溝等） 

 土留め壁の種類 ソイルセメント地中連続壁工法(原位置撹拌：柱列式又は等厚式) 

 芯材建込み目標精度（95％満足値） １/200 

 芯　材　の　材　質 JIS G 3112（SS400）１）、JIS G 3106（SM400、SM490、SM490Y、SM520、SM570） 

  50m程度以下（実績25.5ｍ） 

  25m程度以下（実績24.3ｍ） 

  15ｍ程度（実績14.5ｍ） 

  φ550～φ850mm（実績φ850ｍｍ） 

  1.4ｍ以下（実績最大1.4ｍ） 

 止水性  防水層設置構造物（塗膜防水層4mm又はシート防水層3.2mm） 

 
制約条件下の適用

  用地制限、埋設物制限により薄壁化が要求される場所や 
   道路上など施工場所が狭く、交通車線が確保できないような場所 

施工手順例 

頭付きスタッド 

接合鉄筋 


